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18
歳
人
口
の
減
少
が
進
み
、
共
学
化

や
経
営
統
合
を
選
択
す
る
女
子
大
学
が

あ
る
中
で
も
、
本
学
は
女
子
大
学
と
し

て
歩
み
続
け
る
道
を
選
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
は
、「
女
性
が
社
会
を
変
え
る
、

世
界
を
変
え
る
」
と
い
う
建
学
の
精
神

を
守
り
続
け
て
い
く
た
め
で
す
。
一
方

で
、
厳
し
い
環
境
下
で
大
学
が
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
こ
こ
で

な
け
れ
ば
学
べ
な
い
」
と
言
え
る
教
育

の
軸
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
本
学
の
近
年
の
歩
み
の
起
点
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
2
0
1
5
年
に
掲
げ
た

「
第
一
次
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

で
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
10
年

後
に
ど
の
よ
う
な
大
学
で
あ
る
べ
き

か
」
と
い
う
根
本
的
な
議
論
を
、
執
行

部
だ
け
で
な
く
若
手
・
中
堅
の
教
職
員
、

本
学
園
の
中
高
の
教
員
、
卒
業
生
も
参

画
し
、
約
1
年
半
に
わ
た
っ
て
重
ね
ま

し
た
。こ
の
中
で
定
め
た
教
育
の
軸
が
、

「
社
会
連
携
の
推
進
」
と
「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
推
進
」
で
す
。

　
社
会
連
携
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
年

間
２
１
０
に
及
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
、
延
べ
８
０
０
０
人
も
の
学
生
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
企
業
と
の
商
品
開
発

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
提
案
、
自
治
体
と

連
携
し
た
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
が
あ
り
、
学
生
は
相
手
先
と
の
打

ち
合
わ
せ
や
現
地
調
査
、
プ
レ
ゼ
ン
な

ど
を
経
験
し
、
課
題
発
見
・
解
決
力
を

身
に
付
け
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
社
会
で

ど
の
よ
う
に
力
を
発
揮
で
き
る
の
か
を

実
践
的
に
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
い
て
は
、
語
学

留
学
・
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
国

際
貢
献
の
3
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
系
的
に
整
備
し
ま
し
た
。

社
会
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
併
せ
て
、
留

学
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
全

学
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
度
か
ら
は
、
3
年
連
続

で
学
部
新
設
・
改
組
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
専
門
教
育
を
柔
軟
に
展
開
す
る

こ
と
に
加
え
、
外
部
か
ら
見
て
「
何
が

学
べ
る
学
部
か
」
を
わ
か
り
や
す
く
す

る
た
め
の
改
革
で
す
。
こ
う
し
た
数
々

の
施
策
を
混
乱
な
く
進
め
ら
れ
た
の

は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
を
通
じ

て
本
学
の
め
ざ
す
姿
が
教
職
員
に
共
有

さ
れ
た
た
め
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
、
近
年
、
女
子
大
学
と
し
て

全
国
1
位
の
志
願
者
数
を
2
年
連
続

で
達
成
し
、
実
志
願
者
数
も
伸
ば
し
ま

し
た
。
学
部
・
学
科
ご
と
に
独
自
の
方

式
を
採
用
し
て
い
た
総
合
型
選
抜
を
見

直
し
、
基
礎
学
力
や
探
究
学
習
の
実
績

な
ど
、
受
験
生
が
自
ら
の
強
み
を
生
か

せ
る
入
試
に
変
え
た
こ
と
も
背
景
に
あ

る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
が

理
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
続
し
た
学

部
学
科
の
再
編
や
、
社
会
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
で
活
躍
す
る
先
輩
た
ち
の
姿

を
積
極
的
に
発
信
し
て
き
た
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
複
合
的
に
作

用
し
た
結
果
で
す
。「
偏
差
値
で
は
な

く
、
何
を
学
び
、
ど
う
成
長
で
き
る
か

で
選
ば
れ
る
大
学
」
へ
と
変
化
し
て
き

た
こ
と
の
表
れ
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
本
学
は
「
第
二
次
大
学
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
も
と
、
社
会
課
題

に
主
体
的
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

２
０
３
１
年
4
月
を
め
ど
に
日
野
市
に

あ
る
3
学
部
を
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集

約
す
る
計
画
で
す
。国
際
都
市
で
あ
り
、

多
く
の
企
業
が
集
積
す
る
渋
谷
を
拠
点

と
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
を
実
践
し
、
本
学

の
存
在
意
義
を
よ
り
明
確
に
示
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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難波 雅紀
学長

社
会
連
携
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

教
育
の
軸
に

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
を
実
践
、

学
び
で
選
ば
れ
る
大
学
へ
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延べ志願者数の学部ごとの推移（過去5年間）
※一般選抜・共通テスト利用選抜

　実践女子大学は、2025年度、2026年度入試において、女子大学として
全国最多の志願者数＊1を記録した。実志願者数もこの2年間で160％以上
に増加している。その背景として、総合型選抜を4方式に体系化し、受験生が
「自分に合った方式」を選びやすくしたことや、併願可能な方式を導入したこと
が挙げられる。また、広報において社会連携の実績数や学生の具体的な活動
例を積極的に発信した点も、志願者増につながったと考えられている。
　一方で、大学が18歳のみを対象とする教育モデルは終わりつつあると、難波
学長は言う。「社会人のリスキリング需要が高まっている。学位取得を前提とせ
ず、学びたい人が学べる環境を整えたい。その観点から、マイクロクレデンシャ
ルに注目している」と語る。同大学では、ソーシャル・アントレプレナーシップ系の
4科目を修了すると1つのバッジを付与するパッケージを提供している。「本学の
強みである源氏物語研究をオンデマンド化し、海外に提供することも可能だ。
多様な学びを提供し、大学を新たなステージへと発展させたい」（難波学長）。

18歳対象から一歩抜け出し
学びの対象を社会へ広げる新戦略

＊1 大学通信調べ。4/7現在集計分（主要な私立大学約100校を調査、一般選抜・共通テスト利用選抜のみのデータ。2部・夜間主コース等を含む）＊2 J-TAS（ジェイタス：Jissen Total Advanced Support）。「成長診断テスト」「学修ルーブリック」「自己成長記録書」「授業」「課外活動」「担任教員・学生生活支援スタッフ・キャリアアドバイザー」
     「個別サポート」の7つの要素を軸とした学生支援。

キャンパス／東京都渋谷区、日野市　学生数／4,769人
設置者／学校法人実践女子学園　創立／1899年（1949年大学設置）
建学の精神／女性が社会を変える、世界を変える
学部／文、人間社会、国際、食科学、環境デザイン、生活科学
大学院／文学、人間社会、生活科学

皆で策定したグランドデザインを礎に、
時代とともに進化し続ける

女子大学全体の志願者数が減少傾向にある中、2年連続で女子大学最多の志願者＊1を
集めた実践女子大学。改革を重ね、「選ばれる大学」となった同大学の取り組みを学長に聞く。

実践女子大学

注目！

グローバル化と社会連携を教育の２本柱に
▶学びのフィールドを教室からキャンパスの外へ拡大し、地
域社会や国際社会へ展開できるよう、教育課程やプラット
フォームの体制・環境を整備（企業等と課題解決に取り組む
「社会連携プログラム」の拡充、クォーター制の導入など）
▶社会連携の加速を目的とした社会連携推進室の設置
▶学生支援制度「J-TAS＊2」による学生の成長支援、
キャリア支援

学部学科を改組し、教育力を強化
▶文学部、生活科学部、人間社会学部の3学部に、国際
学部（2024年4月新設）、環境デザイン学部（2025年4月
開設、生活科学部生活環境学科を改組）を加え、各学部
が独自性を持って教育を柔軟に展開できる体制を整備

渋谷に学部を集約し教育力をさらに高める
▶2026年4月に食科学部を開設（生活科学部食生活科学
科を再編）
▶2031年をめどに全学部・学科を渋谷キャンパスに集約す
る計画を決定。最先端の企業や文化が集積し、豊かな国際
性を持つ渋谷の立地を生かした教育を進めるため、渋谷キャ
ンパスの再整備に着手

受験生が強みを生かせる選抜方式を整備
▶受験生自身が自分の強みを生かせる入試を選択できるよう、2025年度入試から、学部・学科ごとに独自の方式を採
用していた総合型選抜の方式を、４つに整理（「総合評価方式」「探究学習・プレゼンテーション方式」「高校時代活動
アピール方式」「基礎学力試験方式」）。筆記試験が得意な受験生、プレゼンテーションが得意な受験生など、多様な受
験生の特性に対応した

これまでに芽吹いた「種」を発展させる
▶社会連携・グローバル化・キャリア支援等の取り組みで芽
吹いた「種」を組み合わせ、発展させるフェーズとする
▶「未来のために自ら社会や世界をより良くしようとするマインド
を育む教育」の推進
▶国内外の社会と連携した学生が挑戦したくなる共創型の
プログラムの提供
▶世界の課題に挑戦する国内外でのグローバルプログラム
の充実と提供

＊大学資料、取材を基にBetween編集部にて作成。 

第二次大学グランドデザイン期（2026年～）

教育上の
「強み」

入試

学部学科・
キャンパス
整備

2022

231
484

2023 2024 2025 2026（年度）
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（人）
文学部 

2026年度

延べ志願者数

14,290人

  一般

6,962人

共テ利用

7,328人

環境
デザイン学部

人間
社会学部 

国際学部 

食科学部 

生活科学部

3,974

2,820

1,574

2,340

1,009

2,573

939 

781
667 

＊1

項目 第一次大学グランドデザイン期（2013年～2025年）

「選ばれ続ける大学」に向けた重点施策


